
令和５年度　道路メンテナンス事業

設　　計　　図

中野市大字中野　松川歩道橋

中野市建設水道部

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

都市建設課

令和６年４月



融雪設備工（その４）

融雪設備工（その３）

融雪設備工（その２）

融雪設備工（その１）

損傷図（その４）

損傷図（その３）

損傷図（その２）

損傷図（その１）

目地シール工

舗装・防水工打ち換え工

鋼部材補修工

塗装塗替え工

松川歩道橋補修一般図

根巻きコンクリート補修工

裾隠し取替工（その１）

裾隠し取替工（その２）

裾隠し取替工（その３）

裾隠し取替工（その４）

裾隠し取替工（その５）

裾隠し取替工（その６）

裾隠し取替工（その７）

裾隠し取替工（その８）

A3橋台コンクリート打ち替え工

A1・A2橋台断面修復工

図　面　目　録

図面番号 図　面　名
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１２

１３

図面番号 図　面　名

１５
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１６

１７

１９
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２１

２２

２３

２４

２５

２６

１４

施工計画図（その２）（参考図）

施工計画図（その１）（参考図）



S=1:30断面図

番
号

松川歩道橋一般図

平  面  図

側  面  図

図示

測量会社

設計会社

中　　野　　市

松川歩道橋一般図

市道中野２６号線

中野市大字中野

A - A B-B

C-C

S=1:100

縮
尺

令和５年度　道路メンテナンス事業
松川歩道橋補修工事（繰越明許）

調査会社
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通路部 階段部 1階段部 2 階段部 3

cL

橋名板

断面修復工

目地シール工

（通路部・階段部）

（通路部・階段部）

表面被覆工

表面被覆工

表面被覆工

（高欄）

（蹴上げ）

（蹴上げ）

裾隠し取替工 塗装塗替え工

A2橋台 断面修復工
ひびわれ充填工 表面被覆工

A1橋台 断面修復工 ひびわれ充填工

ひびわれ充填工

表面被覆工

鋼部材補修工

目地シール工 目地シール工

鋼部材補修工

舗装・防水工打ち換え工

融雪設備工

断面修復工

目地シール工

鋼部材補修工

コンクリート打ち替え工

目地シール工

鋼部材補修工

（通路部・階段部） （桁・排水管・高欄・照明）

鋼部材補修工
（排水管）

（排水管）

断熱材（ウレタン）t=15mm

モルタル t=27mm

薄層カラー舗装 t=8mm

断熱材（ウレタン）t=15mm

モルタル t=27mm

薄層カラー舗装 t=8mm

断熱材（ウレタン）t=15mm

薄層カラー舗装 t=8mm

照明灯標識2枚、信号1基

信号1基

45

A
A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

B

B

C C

P6P4 P3 P5
P6

至
信

州
中

野
駅

中野小学校

中野松川駅側

至一本木公園至中野市役所

A

P2

P1

モルタル t=27mm

φ267.4 φ406.4

照明灯 横断歩道橋

市道中野26号線

中野市大字中野1840番地先

50.77m

1.50ｍ

90°

群集荷重

単純鋼I桁

昭和44年（1969年）

道路橋示方書　昭和39年

松川歩道橋諸元
歩道橋種別

交差道路

位　　置

橋　　長

幅　　員

斜    角

設計荷重

上 部 工

竣　　工

適用基準

15.00m最大径間長

通路・階段 通路 1箇所、 階段　3箇所

市道中野26号線

市
道

中
野

26
号

線

松川交差点



図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

損傷図（その１）

市道中野２６号線

中野市大字中野

S=1:200

橋　面

側　面

駅側 交差点側

平  面  図

下　面 S=1:50

S=1:50

S=1:50

番
号

縮
尺

令和５年度　道路メンテナンス事業
松川歩道橋補修工事（繰越明許）

02
26

A1
P1

※特記なき鋼部材は全て防食機能の劣化Ⅱ
　高欄　　写真番号-9

　主桁　　写真番号-11
　蹴上げ　写真番号-10

　橋脚　　写真番号-12

変状の種類 表　示 変状の種類 表　示 変状の種類 表　示

う　き遊離石灰

漏　水

腐食鉄筋露出

剥　離

ひびわれ

凡　例

補修跡

その他

A3

P6

A2P5

P4

P3

P2 P1 A1

　階段部　1　

A1
P1

A1

P1P1

A1

写真番号-1
橋台　剥離Ⅱ［200×520×100］

写真番号-2
橋台　うきⅡ［280×180×60］

写真番号-3
踏み板　剥離Ⅱ（As補修）

写真番号-4
踏み板　剥離Ⅱ

裾隠し板　欠損Ⅱ［150×150　5か所］

写真番号-6

蹴上げ　腐食Ⅱ
写真番号-7

上部構造との接合部　腐食Ⅲ
写真番号-8

写真番号-5

裾隠し板　欠損Ⅱ［150×150　5箇所］

松川歩道橋　損傷図（その１）
階段部　1



松川歩道橋　損傷図（その２）

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

損傷図（その２）

市道中野２６号線

中野市大字中野

S=1:200平  面  図

通路部

令和５年度　道路メンテナンス事業
松川歩道橋補修工事（繰越明許）

番
号

縮
尺

03
26

P2P3

P2橋脚駅側P2橋脚小学校側P3橋脚駅側P3橋脚小学校側

　橋脚　写真番号-32

変状の種類 表　示 変状の種類 表　示 変状の種類 表　示

う　き遊離石灰

漏　水

腐食鉄筋露出

剥　離

ひびわれ

凡　例

補修跡

その他

A3

P6

A2P5

P4

P3

P2 P1 A1

P2P3

※特記なき鋼部材は全て防食機能の劣化Ⅱ
　高欄　写真番号-29
　床版　写真番号-30
　主桁　写真番号-31

通路部

写真番号-13
舗装　目地部の異状Ⅱ

写真番号-14
舗装　剥離Ⅱ

写真番号-16
主桁　腐食Ⅲ主桁　変形Ⅰ

主桁　変形Ⅰ 主桁　変形Ⅰ

写真番号-17
横桁　腐食Ⅱ

横桁　腐食Ⅱ
写真番号-18

写真番号-19
床版　腐食Ⅲ

床版　腐食Ⅲ
写真番号-20

写真番号-23
添架物　腐食Ⅲ

照明施設　腐食Ⅱ
写真番号-22

照明施設　腐食Ⅱ
写真番号-21

排水管　腐食Ⅲ［孔食40×30,30×30］
写真番号-24

写真番号-25
排水管　腐食Ⅲ［孔食30×30］

根巻きコンクリート　ひびわれⅢ
写真番号-26

写真番号-27
橋脚　腐食Ⅱ

写真番号-28
根巻きコンクリート　ひびわれⅡ

写真番号-15
舗装　目地部の異状Ⅱ



松川歩道橋　損傷図（その３）

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

損傷図（その３）

市道中野２６号線

中野市大字中野

S=1:200

橋　面

側　面

平  面  図

下　面 S=1:50S=1:50

S=1:50

階段部　2

橋　脚 S=1:50

令和５年度　道路メンテナンス事業
松川歩道橋補修工事（繰越明許）

番
号

縮
尺

04
26

P4

A2P5

1-1

P5橋脚駅側P5橋脚小学校側

※特記なき鋼部材は全て防食機能の劣化Ⅱ

1

1

　高欄　　写真番号-49
　蹴上げ　写真番号-50
　主桁　　写真番号-51
　橋脚　　写真番号-52

変状の種類 表　示 変状の種類 表　示 変状の種類 表　示

う　き遊離石灰

漏　水

腐食鉄筋露出

剥　離

ひびわれ

凡　例

補修跡

その他

A3

P6

A2P5

P4

P3

P2 P1 A1

P4

A2P5

A2

P5P4

A2

P5 P4

写真番号-33
蹴上げ　腐食Ⅲ［孔食50×300］

写真番号-34
踏み板　うきⅢ写真番号-35

踏み板　剥離Ⅱ（As補修）
蹴上げ　腐食Ⅲ［孔食50×50］
写真番号-36

写真番号-37
踏み板　うきⅢ

写真番号-38
踏み板　剥離Ⅱ

写真番号-43
上部構造との接合部　腐食Ⅲ

上部構造との接合部　腐食Ⅲ
写真番号-44

写真番号-41
裾隠し板　欠損Ⅱ［200×150］

裾隠し板　欠損Ⅱ［150×150］
写真番号-39

裾隠し板　欠損Ⅱ［150×150］

写真番号-40

高欄　腐食Ⅱ
写真番号-42

写真番号-45
根巻きコンクリート　ひびわれⅢ

根巻きコンクリート　ひびわれⅢ

写真番号-47
橋脚　腐食Ⅱ橋脚　腐食Ⅱ

写真番号-46

根巻きコンクリート　ひびわれⅢ
写真番号-48

根巻きコンクリート　ひびわれⅢ

階段部　2



松川歩道橋　損傷図（その４）

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

損傷図（その４）

市道中野２６号線

中野市大字中野

S=1:200平  面  図

階段部　3

橋　面

橋　脚

下　面 S=1:50

S=1:50

S=1:50

令和５年度　道路メンテナンス事業
松川歩道橋補修工事（繰越明許）

番
号

縮
尺

05
26

P6

A3

P6橋脚道路側P6橋脚小学校側

※特記なき鋼部材は全て防食機能の劣化Ⅱ
　高欄　　写真番号-64
　蹴上げ　写真番号-65
　主桁　　写真番号-66
　橋脚　　写真番号-67

変状の種類 表　示 変状の種類 表　示 変状の種類 表　示

う　き遊離石灰

漏　水

腐食鉄筋露出

剥　離

ひびわれ

凡　例

補修跡

その他

A3

P6

A2P5

P4

P3

P2 P1 A1

　
階

段
部

　
3
　

P6

A3

写真番号-53
踏み板　剥離Ⅱ（As補修）

写真番号-54
蹴上げ　腐食Ⅲ［孔食10×10］

写真番号-55
蹴上げ　腐食Ⅲ［孔食50×100］蹴上げ　腐食Ⅲ［孔食50×150］

写真番号-56

蹴上げ　腐食Ⅲ［孔食50×150］

写真番号-57

写真番号-58
高欄　腐食、き裂Ⅱ［w=1.0,L=50］

橋台　うきⅢ［350×200×200］

写真番号-59

写真番号-60
上部構造との接合部　腐食Ⅲ

写真番号-61
蹴上げ　腐食Ⅱ

写真番号-62
蹴上げ　腐食Ⅱ

写真番号-63

踏み板　防食機能の劣化Ⅱ



図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

塗装塗替え工

市道中野２６号線

中野市大字中野

番
号 尺

縮

塗装塗替え工

S=1:200

平  面  図

側  面  図 A-A B-B

C-C

S=1:200 S=1:200

S=1:200

S=1:200

塗替え塗装仕様

階段部通路部 S=1:10 S=1:10

令和５年度　道路メンテナンス事業
松川歩道橋補修工事（繰越明許）
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cL

:塗装塗替え

鋼材

Rｃ-Ⅰ

塗 装 記 録 表
年　　月塗 装 年 月

※１．表示内容は適宜調整してよい。

※２．実施内容に整合させて記入のこと。

※３．表示は、右岸上流側、鋼桁腹板とする。

※４．上塗塗色は、概ね既存橋の色である。

塗装記録表

塗料製造会社 ○　○　○　○　㈱

上 塗 塗 色

塗 装 会 社

上塗

○　○　○　○　㈱

水色系

塗 料 材 質 下地

中塗

下塗

塗装系（適用規格類）　Rｃ-　Ⅰ

S=1:3

　　　監督員と相談の上実施のこと。

※階段踏板上面は素地調整1種ケレン＋防食下地（有機ジンクリッチペイント）までとする。

塗装面積　　　　     ㎡　　高欄、排水管、照明器具を含む

A
A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2
P5

B

B

C C

P6P4 P3 P5 P6

A

下塗　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗　240g/㎡

上塗　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗　　　　140g/㎡

中塗　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗      170g/㎡

防食下地　有機ジンクリッチペイント　  　600g/㎡

（全面塗替え）

（全面塗替え）

素地調整、防食下地まで

薄層カラー舗装 t=8mm

モルタル t=27mm

断熱材（ウレタン） t=15mm

モルタル t=45～60mm

塗装塗替え RC-Ⅰ

薄層カラー舗装 t=8mm

モルタル t=27mm

断熱材(ウレタン) t=15mm

踏板上面

塗装塗替え RC-Ⅰ

素地調整　１種ケレン（循環式ブラスト等）

１）設計業務の中で実施した塗膜試験の結果PCB、鉛を含むため法令

　　に基づいた施工方法・処理を行うこと。

３）循環式ブラストは、塗布面が鋼製であり湿潤化が著しく困難な

　　場合に該当するため、換気などにより粉塵の濃度を低減させる

　　対策の下でケレンを実施する。

注記

２）素地調整はPCBを含む研削材及びケレンかすの発生量を抑える

　　ことができる循環式ブラストを想定しているが工法を特定する

　　ものではない。

４）ブラスト設備は中野小学校敷地を使用することを想定しているが、

　　使用にあたっては協議を行うこと。

市道中野26号線

市
道

中
野

2
6号

線

至
信

州
中

野
駅

中野小学校
中野松川駅側

至一本木公園至中野市役所 松川交差点

下塗　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗　240g/㎡



鋼部材補修工

番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

鋼部材補修工

市道中野２６号線

中野市大字中野

縮
尺

全体位置図

階段部・高欄部 S=1:50

側面図 S=1:50

排水管部 S=1:50

b-b a-aS=1:25 S=1:25

紫外線硬化型FRPシート詳細図 S=1:5

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

07
26

550×150

550×135

300×150

FRPシート　450×150

FRPシート　700×150

FPRシート　300×150 FPRシート　300×150

FPRシート　300×150

FRPシート　410×150

FRPシート　500×150FRPシート

FRPシート

高欄　FRPシート

FRPシート　700×150

FRPシート　450×150

FRPシート　410×150

FRPシート　550×135

FRPシート　550×150,500×150

FPRシート　300×150 FPRシート　300×150

足場・防護設置

清掃・水洗

素地調整

プライマー塗布

不陸調整

FRPシート設置

端部処理

紫外線照射

塗装作業

足場・防護撤去

施工フロー

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

P4

A2

P5

P6

A3

P4

P6

P4

P3

P2P3
b

b

a

a

P3 P2

300×150

300×150

c c

300×150

d d

300×150

裏面FRPシート 表面FRPシート

FRPシート

欠損部分

不陸調整材

FRPシート

FRPシート

FRPシート

亀裂部分

FRPシート

高
さ

 H
=1

50

幅B（周方向）=300

200 b 200

幅B

H
=1

50
(1
35

)

φ100

高
さ

 
H=

15
0

7
5

75

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2
階段部 3

階段部 2 排水管

表面裏面

  b  :欠損幅

階段部

(   ):階段部3の最下段部

高欄部

c-c

d-d

２）FRP貼付作業は塗装の素地調整直後となるため全面シート防護の状態

　　となるため、紫外線照射を行うものとする。

３）貼付作業に先立ち孔食が生じている周辺を入念に打音調査を行ない、

　　脆弱部を全てたたき落とし、補修範囲を見直すこと。

４）補修範囲は孔食部分より健全部に50ｍｍ以上余裕を考慮して決定すること。

注記

１）補修シートは紫外線硬化型FRPシートとする。



27
1
5

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

舗装・防水工打ち換え工

市道中野２６号線

番
号 尺

縮

舗装・防水工打ち換え工

通路部断面図 S=1:10 階段部断面図 S=1:10

打ち換え後 S=1:5

平  面  図 S=1:100

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

中野市大字中野

08
26

1500 200

8

11
0

15
27

60
0

8
45

1
00

5
0

200

1900

2%2% 6
0

3
00

4
5

4
0

1680

901500

1
65

8

90

850

15
2
7

1% 1%

27
15

 
撤

去

 
50

m
m

  
  

残
地

45
～

60
mm

撤
去

4
5m

m

300 300

1
5
0

1
5
0

3
5

1
5

2

15000

16900

950 950 14×300=4200 1000 15×300=4500

9700 1140

300
510

33016×300=4800180090

6690

90

1
50

0
90

3
0

90
1
50

0
90

1
9
×

30
0=

57
00

1
74

0

(1
39

0
～

17
40

)
3
00

3
60

0
7
44

0

17×300=5100 2750

現況 打ち換え後 S=1:5S=1:5 現況 S=1:5

※断熱材（ウレタン）は融雪設備工にて計上
通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

階段部 1

通路部

階段部 2

階段部 3

（塗膜系） （塗膜系）

  W=50mm t=2mm L=1500mm

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

防水工（塗膜系）　　 A=25.35㎡

防水工（塗膜系）　　 A=16.26㎡

薄層カラー舗装 t=8mm

モルタル t=27mm

断熱材（ウレタン） t=15mm

モルタル t=45～60mm 防水工

タイル舗装 t=28mm

モルタル t=67mm～82mm

薄層カラー舗装 t=8mm

防水工（塗膜系）

モルタル t=27mm

断熱材（ウレタン） t=15mm
モルタル t=20mm

ノンスリップタイル t=25mm

断熱材(ウレタン) t=15mm

モルタル t=27mm

薄層カラー舗装 t=8mm

防水工

薄層カラー舗装 t=8mm

防水工（塗膜系）

モルタル t=27mm

断熱材（ウレタン）t=15mm

  すべり止めコーティング

薄層カラー舗装 t=8mm A=25.35㎡

薄層カラー舗装 t=8mm A=16.26㎡

モルタル t=45mm～60mm（既設）

薄層カラー舗装 t=8mm A=25.14㎡
防水工（塗膜系）　　 A=25.14㎡

薄層カラー舗装 t=8mm A=11.75㎡
防水工（塗膜系）　　 A=11.75㎡

中野松川駅側

至
信

州
中

野
駅

中野小学校
中野松川駅側

１）舗装工事は完成時の見栄えから歩道橋全体の塗装工事完了後を

　　想定しているが現地施工状況、工程などから最終決定すること。

注記

２）薄層舗装のカラーは協議により決定すること。



図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

目地シール工

市道中野２６号線

番
号 尺

縮

目地シール工

S=1:10断面図

全体位置図

目地シール工詳細図 S=1:3

令和５年度　道路メンテナンス事業
松川歩道橋補修工事（繰越明許）

中野市大字中野

09
26

1900

200 1500 200

60
0

2%2%

3
00

1680

90 1500 90
5
0 50

5
0

5
0

20

2
5

5
0

目地シール工施工位置

施工フロー

通路部 階段部

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

ＳＴＡＲＴ

既設シール撤去

取付面素地調整

バックアップ材取付

シール材充填

ＥＮＤ

　シール材　　　 25mm
　バックアップ材 50mm

　シール材　　　 25mm
　バックアップ材 50mm

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

シリコン系

目地シール工 目地シール工

桁端部プレート

バックアップ材

目地シール材

１）既存のシール材を撤去して、取付面の素地調整を極力行なうこと。

注記



図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

融雪設備工(その１)

市道中野２６号線

番
号 尺

縮

融雪設備工（その１）

ヒーターユニット割付図 S=1:50

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

中野市大字中野

10
26

16900

2750 2750 11400

739011×300+150=3450

15×300=4500

6600

16×300=48001800

25
90

26
0
0

10
00

17
×

30
0+

1
00

=5
20

0
20

90

2200 2300

5×300+250

=1750
7×300+50+50

=2200

3×300+250

=1150

1×
3
0
0+

20
0

=
5
00

1000

2×300+150

=750

300+510+330

=1140

1500

300

20
00

15
00

450

6
20

0

1450

総敷設面積　　　 79.8 ㎡

融雪面積 　　　　78.5 ㎡

※　総敷設面積及びユニットの占有面積は階段部のヒーターケーブル渡り予長　0.3ｍ/1段　を面積換算し、合算した値。

H-5

H-4

H-3

ヒーター番号 1ユニットの電力量(W)1ユニットの占有面積(㎡)及び使用CHUケーブル長さ(m) ヒーター種別 配線ピッチ(mm)

67.6

236.1

68.4

67.8

68.0

H-10

H-9

H-8

H-6

合計

235.8

58.6

58.6

171.0

106.8

3.4

3.4

3.4

11.8

3.4

4.1

5.4

11.8

4.1

17.1

79.8

680

2330

672

678

676

2333

785

785

3218

1049

15520

SU-870

SU-870

SU-870

SU-73

SU-870

SU-870

SU-360

SU-73

SU-870

SU-73

50

50

50

50

50

50

70

70

100

50

ヒーター渡り配管　G16

H-11 237.811.9 2314 SU-73 50

H-2　

H-7　

H-1 

H-9H-8H-7 H-11H-10H-6

H-5H-4H-3

H-1

H-2

１）融雪設備工は塗装工事、舗装工事との施工工程などの調整を入念に行うこと。

３）舗装が完了した時点で絶縁抵抗、導体抵抗及び計測時の天気、気温を記録する。

注記

２）ユニットを敷設後モルタル施工時にCHUケーブルを損傷しないよう注意する。

凡　例

４）遠赤素子混入量はモルタル量1m3に対して140kgとする。



松川歩道橋補修工事（繰越明許）

-

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

融雪設備工(その２)

市道中野２６号線

番
号 尺

縮

融雪設備工（その２）

配線配管図

令和５年度　道路メンテナンス事業

中野市大字中野

11
26

番号 配線

RHVV5.5sq-1C×2

RHVV5.5sq-1C×3

対応機器 番号 配線

RHVV5.5sq-1C×1

保護配管保護配管

(a)

(b)

(c)

ビニル被覆金属製可とう電線管24 RHVV5.5sq-1C×1

RHVV5.5sq-1C×3

プルボックス　SUS 200×200×150

PB15 プルボックス　SUS 250×250×200

PB1 ～ PB14

凡　例

ヒーター渡り配管　G16
プルボックス　

立上げ配管　

ビニル被覆金属製可とう電線管24

ビニル被覆金属製可とう電線管30

RHVV5.5sq-1C×6 ビニル被覆金属製可とう電線管50(d)

1

2

3

4

RHVV5.5sq-1C×1   H-1G22

G28RHVV5.5sq-1C×3

G28RHVV5.5sq-1C×3

RHVV5.5sq-1C×5 G36

5 RHVV5.5sq-1C×7 G42

6 RHVV5.5sq-1C×11 G54

7 RHVV5.5sq-1C×12 G54

8

対応機器

9

RHVV5.5sq-1C×4

VCTF0.5sq-6C×1 ビニル被覆金属製可とう電線管24   降雪センサー

RHVV5.5sq-1C×12

RHVV5.5sq-1C×4

VCTF0.5sq-6C×1 G22   降雪センサー

RHVV5.5sq-1C×12

RHVV5.5sq-1C×10

VCTF0.5sq-6C×1 G22・ビニル被覆金属製可とう電線管24   降雪センサー

G54・ビニル被覆金属製可とう電線管63

G54・ビニル被覆金属製可とう電線管63

10

11

12

13

　H-1 , H-2

　H-4 , H-5

　H-3 ～ H-5

　H-2 ～ H-5

　H-1 ～ H-6

　H-1 ～ H-6

　H-11

　H-10 , H-11

　H-10 , H-11

　H-1 ～ H-6

　H-10 , H-11

　H-1 ～ H-6

　H-7 ～ H-11

G22

G28

G28

G54

G28

PB8

PB9 PB10

PB1

PB2

PB8

PB7
PB6

PB9

PB5

PB4

PB3

PB10
PB15

PB14 PB13

PB12

PB11

(d) (a) (b) (a)

PB11PB12PB13

PB15

PB4 PB3PB5

(a) (b) (b) (c)

PB7

PB6

(a)

(b)
PB2

PB1
(a)

PB14

H-9H-8H-7 H-11H-10H-6

H-5H-4H-3

H-1

H-2

制御盤へ

13

2

1

6

5 4 3

6 7

5

6 9 8

11

10

12

13

降雪センサー

融雪制御盤

プルボックス寸法表

配線・配管表



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

融雪設備工(その３)

市道中野２６号線

中野市大字中野

縮
尺

融雪設備工（その３）

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

12
26

コネクタ（6P)

雪温センサー

投・受光面

絶縁体(耐熱ビニール)

シース(耐熱ビニール) t=1.5

2/3重ね2回巻き
エフコテープ2号

PVCテープ

1/2重ね2回巻き
バルコテープ

CHUケーブル 圧着スリーブ
リード線

芯線(軟銅) 7/1.0

固定用ジグ

CHUケーブル

接続部

リード線

固定用ジグ

CHUケーブル

架橋ポリエチレン t=0.8mm

遠赤素子入り耐熱ビニル t=2.2mm

銅ニッケル合金

薄層カラー舗装　8mm

断熱材　15mm

モルタル (遠赤素子入り)　27mm

CHUケーブル

厚鋼電線管 G22 又は

渡り用電線管　

金属製可とう電線管 G22

デッキプレート

薄層カラー舗装　8mm

断熱材　15mm

モルタル (遠赤素子入り) 27mm

デッキプレート

CHUケーブル

700 200

1
6
0
0

5
0

76

1
0
2

2
1
0

360

6
2

8
0

50

71

2
0
0

4
0

2
3
0

110140 72

140～150

1
5

１０ ２０ １０１５ ２０

8
.
0

ユ
ニ

ッ
ト

占
有
幅

d

300

1
5
0

凍結検知、降雪検知による自動 制御方式

 設計発熱量

 融雪面積

 総電力量 (kw)

(㎡)

(W/㎡)

78.5

15.52

1φ2W　200V 電源種別

190

 総敷設面積 (㎡) 79.8

(mm)

(㎡)

(kw)

1

H-10

1.049

5.4

5050

11.8

2.33

H-2

SU-360

1

 ヒーターケーブル種別

 数量

 １ユニットの占有面積

 ユニット番号

 １ユニットの電力量

 配線ピッチ

 全ユニット数 11

7.5

7/0.5（1.4㎡ ）

SU-73

銅ニッケル合金

仕上外形 d 7.5

SU-360

7/0.5（1.4㎡ ）

50

0.672

3.4

H-3

1

 ヒーターケーブル種別

 数量

 １ユニットの占有面積

 ユニット番号

 １ユニットの電力量

 配線ピッチ 50

0.678

3.4

H-4

1

SU-870

※総敷設面積及びユニットの占有面積は階段部のヒーターケーブル渡り予長　0.3ｍ/1段　を面積換算し、合算した値。

7.0

SU-870

7/0.32（0.6㎡）

SU-73

50

11.8

2.333

H-6

1

100

17.1

3.218

H-9

1

50

11.9

2.314

H-11

1

 (m) １ユニットケーブル長さ

(mm)

(㎡)

(kw)

 (m) １ユニットケーブル長さ

236.1 235.8 171.0 237.8 106.8

50

0.676

3.4

H-5

1

68.4 67.8 68.0

50

0.68

3.4

H-1

1

67.6

70

0.785

4.1

H-7,8

2

58.6

(巻き) (巻き) (巻き) (巻き)

(巻き) (巻き) (巻き)

ヒーターケーブル仕様

定格表

電源

運転

故障

WL

RL

OL

制御盤姿図 (参考図) S=1/20

降雪センサー

カバーを外す

リード線断面構造図 (RHVV5.5 m㎡ )

電気設備技術基準　告示第38条　発熱線接続用ケーブル

接続部構造図 (参考図)

融雪機器姿図

配線ピッチ

ヒーターユニット姿図 

配線ピッチ

構造断面図

融雪コントローラー姿図 (制御盤組込) 降雪センサー姿図

ＣＨＵケーブル断面構造図 施工断面図　階段部 (参考図)　S=1/10

施工断面図　通路部 (参考図)　S=1/10



単線結線図　(参考図)

Ｓ

R

制御回路結線図

0.68kW

H

H-1

ELCB1

2P

制御回路電源

AC200V

R，S

2P

MCCB01

30/10AT

H

ELCB2

2P

H-2

H

ELCB3

2P

H-3

H

ELCB4

2P

H-4

30/15AT

0.672kW

H

ELCB5

2P

H-5

H

ELCB6

2P

H-6

H

ELCB7

2P

H-7

0.676kW

H

ELCB8

2P

H-8

H

ELCB9

2P

H-9

30/30AT

H

ELCB10

2P

H-10

0.785kW 3.218kW 1.049kW2.333kW 0.785kW2.33kW 0.678kW

H

ELCB11

2P

H-11

2.314kW

30/20AT 30/15AT 30/15AT 30/15AT 30/20AT 30/15AT 30/15AT 30/15AT 30/20AT

番
号

-

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

融雪設備工(その４)

市道中野２６号線

中野市大字中野

縮
尺

融雪設備工（その４）

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

13
26

センサー

ＭＣ１

降雪

ＲＬ１ ＯＬ

(融雪コントローラー)

S
Ｅ

AC200V E 降雪出力 凍結出力

R

手動 自動切

EL
B1

 A
LＣＯＳ１

MCCB0

2P

MC1

100/100AT

FUSE

1P 3A

1φ2W 200V

Ｒ，Ｓ

WL

運転 故障

EL
B2

 A
L

EL
B3

 A
L

EL
B4

 A
L

茶 黄 白 黒 緑 赤

EL
B5

 A
L

EL
B6

 A
L

EL
B7

 A
L

EL
B8

 A
L

EL
B9

 A
L

EL
B1

0 
AL

EL
B1

1 
AL



16
80

300

510

300 モルタル打替え t=20mm

モルタル打替え t=20mm

※モルタル打替えは行わない

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

A1・A2橋台 断面修復工

市道中野２６号線

番
号 尺

縮

A1・A2橋台 断面修復工

A1橋台断面修復工 S=1:25
(モルタル打ち替え）

A2橋台断面修復工 S=1:25
(モルタル打ち替え）

擦り付け部分

打替え詳細図 S=1:5

全体位置図

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

中野市大字中野

14
26

500 510 330

4
30

A

800 330

14
0

14
0

4
30

500

300 510 330

1140

25
0

1
50

0
2
50

2
00

0

1640

1
40

15
0

14
0

15
0

250 1500 250

2000

300

16
0

1
50

0
9
0

16
0

90

600

1640

14
0～

1
5
0

300～500

3
5

27

施工フロー

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

A2部断面修復工

A1部断面修復工

開　始

断面修復（左官）

仕上げ

終　了

コンクリートはつり

プライマー

コンクリート殻処分

A1橋台路面部はロードヒーティングを敷設

A-A C-C

B-B

B

        モルタル打替え t=27mm
　　　　（ロードヒーティング敷設）

モルタル打ち替えt=27m
（ロードヒーティング敷設）

C

C

モルタル打替え t=27mm
(ロードヒーティング敷設）

A

B

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

薄層カラー舗装 t= 8mm

モルタル打替え　t=20mm

        薄層カラー舗装 t= 8mm 薄層カラー舗装 t= 8mm

モルタル打替え　t=20mm

薄層カラー舗装 t= 8mm

モルタル  t=27mm

モルタル打替え  t=27mm

モルタル打替え  t=27mm

１）A1橋台路面部分（1500×1140）はロードヒーティング敷設後モルタル厚さは27mmで仕上げる。

注記

２）A1橋台の路面以外の部分はモルタル厚さ20mmで仕上げる。

４）A2橋台路面擦り付け部分はモルタル厚20mmで仕上げる。

６）断面修復材はポリマーセメントモルタルとする。

３）A1橋台※部分（背面、階段部）はモルタル打ち替えは行わない。

５）施工は断面修復工（鉄筋ケレン・防錆処理を含まない）に準じて、左官工法による行う。

  



図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

A3橋台ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち替え工

市道中野２６号線

番
号 尺

縮

A3橋台 コンクリート打ち替え工

平面図 S=1:10

側面図 S=1:10 断面図 S=1:10

配筋加工図 S=1:10

全体位置図

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

中野市大字中野

15
26

30
0

600

3
00

600

50 500 50

5
0

2
00

50

50 200 50

5
0

2
00

50

300

3
00

5
0

200

2
00

50

500

施工フロー

階段部 3

A1 10-D13×500

A2 4-D13×500

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

コンクリート打替え

コンクリート打ち替え工

開　始

コンクリート人力打設

養　生

脱　型

終　了

コンクリートはつり

型枠工

コンクリートカッター

φ60深さ30mm程度

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

コンクリートカッター 転落防止柵支柱 歩道橋高欄

      D13

   D13

A1

A2

　コンクリートはつりの際、内部鉄筋は切断せずはつり出す。

注記

  

記号
径

（mm）

長さ

（mm）

本数

（本）

単位重量

（㎏/m）

重量

（㎏）
摘要

A1 D13 500 10 0.995 5

A2 D13 500 4 0.995 2

計 7

鉄筋重量 7 ㎏（SD345）

コンクリート撤去             V＝0.30×0.30×0.6  ＝0.054

コンクリート（σck＝18N/mm2）V＝0.30×0.30×0.6  ＝0.054

型枠                         A＝0.3×（0.6+0.30）＝0.27

m3

m3

m2

鉄筋表



-

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

根巻きコンクリート補修工

市道中野２６号線

番
号 尺

縮

根巻きコンクリート補修工

表面被覆工（CC-B塗装） 表面被覆施工フロー

ひびわれ充填工
Uカット工法

ひびわれ充填施工フローひびわれ充填工

表面被覆工
（CC-B塗装）

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

中野市大字中野

16
26

10mm程度

1
0m

m

φa

h

φｂ

根巻きコンクリート

※ひびわれ補修延長＝2.00m/基

上塗り(柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗り)　　　　　0.12kg/㎡
中塗り(柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗り)        0.26kg/㎡

エポキシ樹脂パテ　　　　　　　　　　　　　　0.30kg/㎡

エポキシ樹脂プライマー　　　　　　　　　　　0.10kg/㎡

エバーボンド600同等品

下地処理

素地調整

プライマー

パテ工

中塗り

上塗り

開　始

終　了

開　始

コンクリート面にプライマー塗布

充填材を充填

養　生

終　了

ひびわれ面のＵカット

清　掃

可とう性エポキシ樹脂

プライマー塗布ひびわれ

（CC-B塗装）
表面被覆工

１）下地処理とは、コンクリート表面に付着しているレイタンス

　　ほこり等をサンダーケレンにより除去する作業である。

２）プライマーの作業はコンクリート表面の含水率を高周波水分計で

　　8％以下であることを確認した上で行う。

注記

１）数量などに変動がある場合は監督員と協議すること。

２）ひびわれ幅10mm以上のものは、カット幅をひびわれ幅+10mmとする。

注記

１）表面被覆工は地表面プラス根入れ部も施工して見栄えに注意する。

注記



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

裾隠し取替工

市道中野２６号線

中野市大字中野

縮
尺

裾隠し取替工（その１）
階段部 1 ① S=1:25

（その１）

‘ a ’部詳細 S=1:10

全体位置図

Uボルト詳細図 S=1:1

座金

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

17
26

9600

800 4@900=3600 700 5@900=4500

7580575 10 1075 10 705 10 75 1060510 757510 805 1075

9800

90
15

00
9
0

40
0

1
50

15
0

50
50

10

10

10 10

20

4
5

10
2
5

1
0

2
5

M6

50

70

40 30

3.2 3 3.2

6

φ8mm
R9.5

①通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

50×6

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

t=3mm

45×20×3.2

50×6

高欄縦柵

裾隠し　400×605×3

裾隠し　400×805×3

裾隠し　400×805×3

裾隠し　400×705×3

‘ a ’

M6ナットUボルト

高欄縦柵

座金

裾隠し板（ポリカーボネート）

裾隠し

裾隠し板（ポリカーボネート）　t=3mm

  2-裾隠し板 400×605×3

  2-裾隠し板 400×705×3

 18-裾隠し板 400×805×3

192-Uボルト　Ｍ6×70　　（亜鉛メッキ）

384-座金　　 45×20×3.2（亜鉛メッキ）

１）裾隠し板の寸法材質は現況と同じとしているが色彩や

注記

　　透明度なども含め工事の際、協議により決定すること。



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

市道中野２６号線

中野市大字中野

縮
尺

裾隠し取替工（その２）
階段部 2 ② S=1:25

裾隠し取替工
（その２）

全体位置図

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

18
26

6540

800 4@900=3600 500

10 705 10 7575 75 10 805 10 75 75 10 405 10 75

1590 5100

3
39

0

3310

3390 1590

75 10 1565 10 75 10 1555 1075

75 10 1405 1075

9
0

15
00

9
0

90

1500 1401660 1650

②

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

50×6

50×6

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

裾隠し　400×1565×3 裾隠し　400×1555×3 裾隠し　400×1405×3

高欄縦柵

裾隠し　400×405×3

裾隠し　400×805×3

裾隠し　400×705×3

高欄縦柵

裾隠し

裾隠し

裾隠し板（ポリカーボネート）　t=3mm

  1-裾隠し板 400× 405×3 

  1-裾隠し板 400× 705×3

  4-裾隠し板 400× 805×3

 99-Uボルト　Ｍ6×75　　（亜鉛メッキ）

198-座金　　 45×20×3.2（亜鉛メッキ）

  1-裾隠し板 400×1405×3

  1-裾隠し板 400×1555×3

  1-裾隠し板 400×1565×3



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

市道中野２６号線

中野市大字中野

縮
尺

裾隠し取替工（その３）
階段部 2 ③ S=1:25

裾隠し取替工
（その３）

全体位置図

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

19
26

90
15

00
9
0

5100

4900

800 4@900=3600 500

10 705 10 7575 75 10 805 10 75 75 10 405 10 75

③

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

50×6

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

高欄縦柵

裾隠し　400×405×3

裾隠し　400×805×3

裾隠し　400×705×3

裾隠し

裾隠し板（ポリカーボネート）　t=3mm

  1-裾隠し板 400×405×2 

  1-裾隠し板 400×705×2

  4-裾隠し板 400×805×2

 48-Uボルト　Ｍ6×75　　（亜鉛メッキ）

 96-座金　　 45×20×3.2（亜鉛メッキ）



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

市道中野２６号線

中野市大字中野

黒田整地開発株式会社

縮
尺

裾隠し取替工（その４）
階段部 2 ④ S=1:25

裾隠し取替工
（その４）

全体位置図

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

20
26

8315

790 5@910=4550 210 960 955 850

75 10 695 10 75 10 865 10 75 10 860 10 75
10

75 75 10 815 10 75

9
0

15
00

9
0

755 10 75

8450

④

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

50×6

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

裾隠し　400×695×3

裾隠し　400×815×3

高欄縦柵

裾隠し　400×865×3

裾隠し　400×860×3

裾隠し　400×755×3

裾隠し

裾隠し板（ポリカーボネート）　t=3mm

  1-裾隠し板 400×695×3 

  1-裾隠し板 400×755×3

  5-裾隠し板 400×815×3

 75-Uボルト　Ｍ6×75　　（亜鉛メッキ）

150-座金　　 45×20×3.2（亜鉛メッキ）

  1-裾隠し板 400×860×3

  1-裾隠し板 400×865×3



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

市道中野２６号線

中野市大字中野

縮
尺

裾隠し取替工（その５）
階段部 2 ⑤ S=1:25

裾隠し取替工
（その５）

全体位置図

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

21
26

8020

790 5@910=4550 210 960 955 550

75 10 695 10 75 10 865 10 75 10 860 10 75
10

455 10 7575 75 10 815 10 75

9
0

15
00

9
0

8150

⑤

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

50×6

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

裾隠し　400×695×3

裾隠し　400×815×3

高欄縦柵

裾隠し　400×865×3

裾隠し　400×860×3

裾隠し　400×455×3

裾隠し

裾隠し板（ポリカーボネート）　t=3mm

  1-裾隠し板 400×455×3 

  1-裾隠し板 400×695×3

  5-裾隠し板 400×815×3

 75-Uボルト　Ｍ6×75　　（亜鉛メッキ）

150-座金　　 45×20×3.2（亜鉛メッキ）

  1-裾隠し板 400×860×3

  1-裾隠し板 400×865×3



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

市道中野２６号線

中野市大字中野

黒田整地開発株式会社

縮
尺

裾隠し取替工（その６）
階段部 3 ⑥ S=1:25

裾隠し取替工
（その６）

全体位置図

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

26
22

8010

340 595 855 8506@895=5370

75
10
245

10
75 75 10 500

10
75
10

760
10

75
10

755 10 7575 10 800 10 75

8090

90
15

00
9
0

⑥

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

50×6

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

裾隠し　400×245×3

裾隠し　400×800×3

高欄縦柵

裾隠し　400×500×3

裾隠し　400×760×3

裾隠し　400×755×3

裾隠し

裾隠し板（ポリカーボネート）　t=3mm

  1-裾隠し板 400×245×3 

  1-裾隠し板 400×500×3

  1-裾隠し板 400×755×3

 81-Uボルト　Ｍ6×75　　（亜鉛メッキ）

162-座金　　 45×20×3.2（亜鉛メッキ）

  1-裾隠し板 400×760×3

  6-裾隠し板 400×800×3



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

市道中野２６号線

中野市大字中野

黒田整地開発株式会社

縮
尺

裾隠し取替工（その７）
階段部 4 ⑦ S=1:25

裾隠し取替工
（その７）

全体位置図

道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

23
26

335 5956@895=5370

75
10
240

10
75 75 10 500

10
75
10

75 10 800 10 75

15
00

90

1005

7510910

7390

9
0

7310

⑦

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

50×6

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

裾隠し　400×240×3

裾隠し　400×800×3

高欄縦柵

裾隠し　400×500×3

裾隠し　400×910×3

裾隠し

裾隠し板（ポリカーボネート）　t=3mm

  1-裾隠し板 400×240×3 

  1-裾隠し板 400×500×3

  6-裾隠し板 400×800×3

 75-Uボルト　Ｍ6×75　　（亜鉛メッキ）

150-座金　　 45×20×3.2（亜鉛メッキ）

  1-裾隠し板 400×910×3



番
号

図示

調査会社

測量会社

設計会社

中　　野　　市

市道中野２６号線

中野市大字中野

縮
尺

裾隠し取替工（その８）
通路部 ⑧ S=1:25

裾隠し取替工
（その８）

全体位置図

令和５年度　道路メンテナンス事業

松川歩道橋補修工事（繰越明許）

24
26

16700

850 1500 6@2000=12000

75 10 755 10 75 10 1405 10 75 75 10 1905 10 75

85015006@2000=12000

751075810751014031075

20
0

15
00

2
00

16900

⑧

通路部

階
段

部
 
3

階段部 1階段部 2

50×6

A1P1P2P3

P4

P6

A3

A2

P5

高欄縦柵

裾隠し　400×1405×3裾隠し　400×755×3 裾隠し　400×1905×3 裾隠し　400×1405×3

裾隠し　400×755×3

裾隠し

裾隠し板（ポリカーボネート）　t=3mm

  4-裾隠し板 400× 755×3 

  4-裾隠し板 400×1405×3

 12-裾隠し板 400×1905×3

348-Uボルト　Ｍ6×75　　（亜鉛メッキ）

696-座金　　 45×20×3.2（亜鉛メッキ）
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※車両通行部分は（　）の値とする。
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中野小学校 中野松川駅側

１）足場工は主に塗替え塗装の施工に用いる。

注記

２）塗膜には人体に有害な鉛およびPCBを含んでるいるため、足場工内全周を

　　シート張防護に加えブラスト養生シートにて密閉して、粉塵飛散防止を行う。

３）桁下の市道は建築限界を4.5ｍ確保する必要があるため、塗装作業時は片側

　　交互通行により車両規制を行うこと。
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準備工 現地調査
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素地調整工

施工計画書

河川、道路使用申請

労働基準監督署届出

ブラスト処理による素地調整の作業手順

足場資材搬入および
足場架設・防護・養生

ブラスト資材、
材料搬入

現地施工 清掃後検査

使用材料承諾

塗り板見本

材料検査
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１）ブラスト材資機材及び環境対策資機材の配置は

　　協議により決定する。

注記

２）各資機材の内訳は「循環式ブラスト工法」による

　　場合を表記しているため、工法が変更となった

　　場合は別途見直すこと。
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